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 品 薬 医 用 物 動

 訂改月1年0202

 】量分び及分成【

.1    とこいならなばれけなら守
（一 ）意注的般   
 ・ 医獣、でのるあで品薬医示指要、は剤本

。とこるす用使りよに示指･箋方処の等師  
 ・ たれらめ定ていおに果効･能効、は剤本

 。とこるす用使みのに的目
 ・ す守厳を量用･法用たれらめ定、は剤本

 。とこる

 ：意注 品の等器機療医、品薬医は剤本
に等保確の性全安び及性効有､質
基に定規の4の条38第律法るす関
てめ含を量用び及法用の記上きづ
らめ定が準基きべす守遵が者用使
用使、でのすで品薬医用物動たれ
用の記上ていつに）牛（物動象対
期止禁用使の次にび並量用び及法

 。いさ下てし守遵を間
す殺とにめたるす供に用食 ：牛
るす供に用食は又間日9前る
 間時021前るす乳搾にめた

 ・ にろことるめ定の」準基用使「､は剤本
 。とこるす用使りよ

 
 ）意注のめたの棄廃び及い扱取（

 ・ こいなし用使はのもたぎ過を限期用使
｡と  

 ・ 湿多び及温高、光日射直は管保の剤本
 。とこるけ避を

 ・ るす管保にろこといなか届の手の児小
 。とこ

 ・ 他、めたるす持保を質品、け避を用誤
 。とこいなえ替れ入に器容の

 ・  。とこる切い使にかや速は後封開
 ・ 汚を系水や境環、は際るす棄廃を剤本

体団共公方地、し意注にうよいなし染
 。とこるす分処い従に等例条

 ・ 例条体団共公方地、は器容のみ済用使
 。とこるす分処い従に等

 】果効は又能効【
 ：牛 の時置処的学科産るけおに合場の記下

緩弛筋滑平宮子    
 位失子胎るなと因原の産難 )1 胎常異（

、位  転捻宮子、)勢胎常異、向胎常異
 )2   開切王帝 
 )3   脱宮子 

 】量用び及法用【
 てしとルーロテブンレク酸塩りた当頭 1 

るす与投回単に内脈静とりくっゆをgm3.0  ｡

 】意注の上用使【
 ）項事的本基（

 法 貯   存保温室、器容封密・光遮

 剤製ルーロテブンレク酸塩
   準基用使 品薬医定指 品薬医示指要 薬劇

 

 号番書令指認承   号713第薬動03
 始開売販   月1年9991
 果結査審再   日6月7年9002

 名品   トーパニラプ
 分成効有   ルーロテブンレク酸塩
 量含   gm30.0中Lm1
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 】等報情的学理薬【
 ）理薬効薬（

  をルーロテブンレク酸塩はトーパニラプ 
 。すで剤射注るすと分成主

  的択選を筋滑平宮子はルーロテブンレク 
滑平宮子、で薬激刺体容受βるせさ緩弛に
脱宮子や助救産難の牛でとこるす緩弛が筋
とこう行に易容を置処的学科産のどな復整

 。すまりなと能可が

 】装包【
   ルアイバ1 Lm05

 】限期用使【
   載記に箱外・ルベラ

 】先せわ合い問お報情品製【
    ムイハルゲンイーガンリーベ
   社会式株ンパャジ スルヘルマニア
   1-1-2崎大区川品都京東 7106-141〒
   0082-7146-30 LET

し若害障 ､病疾るれわ疑とるよにどな用作副るよに剤本、は者係関薬医の等師剤薬、師医獣 
場たっ知を項事るす関に症発の症染感るれわ疑とのもるよに用使の剤本は又生発の亡死はく

、はきとるめ認とるあが要必にめたるす止防を大拡は又生発の害危の上生衛健保 ､ていおに合
記上 】先せわ合い問お報情品製【 所査検品薬医物動省産水林農､にもととるす絡連に .www//:ptth(  

 。すましい願おを告報もに)lmth.xedni/asuos/oyasukuf/uotukayi/lavn/pj.og.ffam

 800/30794025

 元売販

 

 元売販造製

 

 

 ・ 用専の用収回針、は針射注のみ済用使
廃の器容の用収回針。とこるれ入に器容
廃業産び及業搬運集収物棄廃業産、は棄
す託委に者業たし有を可許の業分処物棄

 。とこる
.2   とこるけ付を気てし際に用使

 ）意注るす対に者用使（
 ・ の師医にち直、は者たれさ射注てっ誤

文付添の剤本、おな。とこるけ受を察診
 。いしま望がとこるす参持を書

）意注るす関に牛（   
 ・  。るあがとこすこ起を脈頻
 ・ かや速、はに合場たれらめ認が用作副

 。とこるけ受を察診の師医獣に
 ）意注るす関にい扱取（

 ・ のもたれさ毒消沸煮は又菌滅は具器射注
しを毒消りよに剤薬 。とこるす用使を

使は具器たし用使に剤薬の他は又具器た
除をのもるよに菌滅スガ（とこいなし用

又菌滅気蒸圧高、熱乾、おな。）。く
でま温室、は合場たっ行を等毒消沸煮は

  。とこるす用使をのもたえ冷

 ①  等限制用使の物動象対
 ・  。とこいなし用使は合場の弱微痛陣
 ・  。とこいなし用使で的目の等善改質肉
 ②  意注的本基な要重
 ・ が向傾血出のらか宮子りよに与投の剤本

認が血出宮子、めたるあがとこるなく強
るすを置処で等剤血止、は合場るれらめ

 。とこ
 ・ あがとこるこ起が糖血高で剤薬の統系同

るす与投てし意注はに牛糖血高、でのる
 。とこ

 ③  用作互相
 ・ 薬激刺βの他、めたるけ避を用作加相

 。とこいなし用併と薬張拡管血び及
 ・  。るす抗拮てし対に果効のンシトシキオ

）項事的門専（   


